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取
引
所
外
（
市
場
外
）
取
引
の
様
々
な
形
態
に
つ
い
て

〜
Ｐ
Ｔ
Ｓ
、
ダ
ー
ク
・
プ
ー
ル
、
仲
介
（
媒
介
）〜

二
上
季
代
司

一
九
九
〇
年
代
末
の
日
本
版
ビ
ッ
グ
バ
ン
は
、
市
場
間
競
争
促
進
の
観
点
か
ら
市
場
集
中
義
務
を
撤
廃
し
た
。
こ
の
結
果
、
上
場

銘
柄
の
取
引
所
外
取
引
が
比
較
的
自
由
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
取
引
所
類
似
の
取
引
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ｓ
（
私
設
取
引
シ
ス

テ
ム
）
も
開
設
が
可
能
と
な
っ
た
。
上
場
株
式
の
取
引
シ
ェ
ア
で
は
東
証
が
な
お
圧
倒
的
に
高
く
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
は
対
東
証
比
で
五
％
前

後
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
近
年
で
は
、「
ダ
ー
ク
・
プ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る
取
引
シ
ス
テ
ム
も
Ｐ
Ｔ
Ｓ
に
匹
敵
す
る
規
模
に
ま
で

拡
大
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
１
）。

取
引
所
外
取
引
に
つ
い
て
の
一
般
の
関
心
も
、
以
前
と
比
べ
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
、
公
表
さ
れ
て
い
る
「
上
場
銘
柄
の
取
引
所
外
取
引
」
の
売
買
状
況
は
、
日
本
証
券
業
協
会
が
運
営
す
る
サ
イ

ト
「PT

S
Inform

ation
N

etw
ork

」
で
開
示
さ
れ
て
い
る
（
２
）。

こ
れ
は
取
引
が
取
引
所
内
で
締
結
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
取
引
所

外
で
締
結
さ
れ
た
の
か
、「
約
定
」
の
場
所
に
応
じ
て
整
理
・
集
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
取
引
所
外
取
引
の
規
模

は
、
全
体
の
一
割
を
超
え
、
そ
の
う
ち
の
半
分
弱
を
Ｐ
Ｔ
Ｓ
が
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
後
述
）
が
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
以
外
の
取
引
所
外

取
引
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
良
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

他
方
、
日
本
証
券
業
協
会
や
東
証
な
ど
自
主
規
制
機
関
は
、
会
員
（
あ
る
い
は
取
引
参
加
者
）
か
ら
徴
求
す
る
事
業
報
告
書
に
基

づ
い
て
、
集
計
・
簡
略
化
さ
れ
た
「
決
算
概
況
」
を
開
示
し
て
い
る
。
こ
の
決
算
概
況
の
も
と
と
な
っ
た
事
業
報
告
書
で
は
、
市
場



内
取
引
、
市
場
外
取
引
、
仲
介
の
三
つ
に
分
け
て
業
者
の
「
有
価
証
券
の
売
買
状
況
」
を
報
告
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
「
売
買
状
況
」

は
、
取
引
所
へ
の
取
次
ぎ
か
（
市
場
内
委
託
売
買
）
そ
れ
と
も
売
買
か
（
市
場
内
自
己
売
買
）、
取
引
所
外
へ
の
取
次
ぎ
か
（
市
場

外
委
託
売
買
）
そ
れ
と
も
売
買
か
（
市
場
外
自
己
売
買
）、
も
し
く
は
仲
介
（
あ
る
い
は
媒
介
（
３
））

に
よ
る
も
の
か
、
つ
ま
り
約
定
に
至

る
業
者
の
業
務
行
為
に
即
し
て
、
市
場
内
で
の
行
為
か
、
そ
れ
と
も
市
場
外
の
行
為
か
の
観
点
か
ら
、
売
買
を
整
理
・
集
約
し
た
も

の
と
い
え
る
。

今
回
、
筆
者
は
、
日
本
証
券
業
協
会
の
依
頼
を
受
け
て
、
最
近
一
〇
年
間
に
わ
た
る
協
会
員
の
決
算
デ
ー
タ
（
単
体
ベ
ー
ス
）
を

利
用
し
て
、
証
券
会
社
の
経
営
お
よ
び
財
務
に
関
す
る
動
向
と
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
機
会
を
得
た
（
４
）。

そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
①
「PT

S
Inform

ation
N

etw
ork

」
で
開
示
さ
れ
て
い
る
上
場
銘
柄
の
取
引
所
外
取
引
と
②
事
業
報
告

書
に
基
づ
く
売
買
状
況
と
を
照
合
さ
せ
て
、
何
が
見
え
て
く
る
か
、
考
え
て
み
た
。

１
　
上
場
銘
柄
の
取
引
所
取
引
と
取
引
所
外
取
引

表
１
は
、「PT

S
Inform

ation
N

etw
ork

」
で
開
示
さ
れ
て
い
る
上
場
銘
柄
の
取
引
所
取
引
と
取
引
所
外
取
引
お
よ
び
そ
の
う
ち

の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
の
金
額
を
左
側
に
（
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
）、
事
業
報
告
書
に
基
づ
い
て
集
計
さ
れ
た
国
内
株
の
市
場
内
取
引
と
市
場
外
取
引
お

よ
び
仲
介
（
外
国
株
を
含
む
）
の
金
額
を
右
側
に
（
ａ
、
ｂ
、
ｃ
）
並
べ
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

（
１
）
取
引
所
取
引
と
市
場
内
取
引

事
業
報
告
書
で
は
、
売
買
状
況
に
関
し
て
業
者
の
業
務
行
為
に
よ
る
金
額
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
で
い
え
ば
、
ブ
ロ
ー
カ

ー
（
委
託
）
業
務
と
デ
ィ
ー
ラ
ー
（
自
己
売
買
）
業
務
に
よ
る
売
買
金
額
で
あ
る
が
、「
取
次
ぎ
」
お
よ
び
「
自
己
売
買
」
は
対
当

（19）



し
た
相
手
業
者
が
い
て
約
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、「
往
復
計
算
」
に

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
表
１
の
（
ａ
）
お
よ
び
（
ｂ
）
に
つ
き
１
／
２

で
換
算
し
て
い
る
。

さ
て
、
両
者
を
互
い
に
比
較
し
て
み
る
と
、（
Ａ
）
と
（
ａ
）
は
、
完

全
に
一
致
し
な
い
が
、
ほ
ぼ
同
額
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
致
し
な

い
理
由
は
計
算
期
間
な
ど
が
微
妙
に
異
な
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
Ａ
）
は
東
証
『
統
計
月
報
』
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
比
較
し
や
す
い
よ

う
に
、
当
年
四
月
〜
翌
年
三
月
ま
で
の
年
度
ベ
ー
ス
で
集
計
し
て
い
る
。

他
方
、（
ａ
）
は
事
業
報
告
書
で
あ
る
か
ら
決
算
期
間
の
金
額
を
集
計
し

て
い
る
。
三
月
期
決
算
の
業
者
が
多
い
が
、
な
か
に
は
そ
う
で
は
な
い
業

者
も
含
ま
れ
て
い
る
。

（
２
）
取
引
所
外
取
引
と
市
場
外
取
引

次
に
（
Ｂ
）
取
引
所
外
取
引
と
（
ｂ
）
市
場
外
取
引
を
比
較
し
て
み
よ

う
。
そ
う
す
る
と
、
両
者
の
金
額
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
の
理
由
は
、
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
。

（
Ｂ
）
は
取
引
所
外
で
約
定
さ
れ
た
上
場
銘
柄
の
売
買
金
額
で
あ
り
、

業
者
の
業
務
行
為
と
し
て
は
、「
取
次
ぎ
」、「
自
己
売
買
」
の
ほ
か
に

（20）

（注）（ａ）は国内株の市場内における委託売買と自己売買の合計、（ｂ）は国内株の市場外における委
託売買と自己売買の合計、（ｃ）は外国株を含む仲介（媒介）の金額。なお、（ａ）および（ｂ）は
往復計算のため１/２で換算している。

2016年度
38.4
31.0

120.3
114.6

（Ａ）取引所
取引

2015年度 755.5
671.4

（Ｂ）取引所
外取引

（ｂ）市場外
取引

738.6 86.2 59.9
685.0 83.9 57.1

表１　取引所外取引の状況（売買代金）
（単位：兆円）

2007年度 762.2 769.9 49.6 31.6 2.1 96.9
2008年度 521.1 505.8 36.4 24.3 2.1 69.5
2009年度 395.5 398.3 24.5 23.5 3.1 53.0
2010年度 397.6 399.2 24.8 20.5 4.9 132.5
2011年度 335.1 315.9 32.3 29.6 15.2 139.9

2013年度 722.2 734.1 72.4 68.7 44.0 104.7
2014年度 655.5 663.5 72.5 57.5 36.2 106.5

（Ｃ）うち
PTS

（ａ）市場内
取引

（ｃ）仲介

2012年度 382.7 386.7 36.3 37.4 21.2 147.4



「
仲
介
」
も
含
ま
れ
る
。
し
か
し
（
ｂ
）
は
「
委
託
売
買
」
と
「
自
己
売
買
」
の
合
計
で
あ
っ
て
、「
仲
介
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。

他
方
、（
ｂ
）
で
は
、
同
じ
金
額
が
（
ｂ
）
だ
け
で
は
な
く
、（
ａ
）
や
（
ｃ
）
に
も
計
上
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
と
い
う

の
は
、
次
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
市
場
外
で
の
委
託
売
買
と
は
取
引
所
以
外
に
取
次
ぐ
行
為
で
あ
る
。
具
体
例
と
し
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ

を
含
む
他
の
業
者
に
取
次
ぐ
行
為
を
指
す
（
５
）。

非
会
員
業
者
に
よ
る
会
員
業
者
へ
の
取
次
ぎ
は
、
約
定
は
取
引
所
内
と
な
り
、
そ
の
金

額
は
（
Ｂ
）
と
は
照
応
せ
ず
（
Ａ
）
と
照
応
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
Ｐ
Ｔ
Ｓ
へ
取
次
い
だ
場
合
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
が
仲
介
に
よ
っ
て
約
定

す
れ
ば
、
取
引
外
で
約
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
（
Ｂ
）
と
照
応
す
る
が
、
よ
り
正
確
に
は
そ
の
う
ち
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
で
の
約
定
（
Ｃ
）

に
照
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
ま
た
、（
ｂ
）
は
国
内
株
全
般
で
あ
っ
て
、
上
場
株
の
み
な
ら
ず
国
内
非
上
場
株
式
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

（
Ｂ
）
と
（
ｂ
）
で
は
、（
Ａ
）
と
（
ａ
）
に
み
ら
れ
る
相
違
点
の
ほ
か
、「
仲
介
」
行
為
に
よ
る
取
引
の
有
無
、
非
会
員
に
よ
る
会
員

へ
の
取
次
ぎ
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
へ
の
取
り
次
ぎ
、
取
引
対
象
の
相
違
点
な
ど
が
加
わ
っ
て
、
乖
離
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。

（
３
）
Ｐ
Ｔ
Ｓ
と
仲
介

最
後
に
（
Ｃ
）
取
引
所
外
取
引
の
内
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
の
売
買
等
と
（
ｃ
）
仲
介
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
前
者
（
Ｃ
）
は
、
取
引
所
外
取

引
の
う
ち
Ｐ
Ｔ
Ｓ
に
よ
っ
て
約
定
さ
れ
た
額
で
あ
る
。「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
」
と
は
取
引
所
外
に
お
い
て
電
子
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

て
「
売
り
」「
買
い
」
の
注
文
を
付
け
合
わ
せ
、
執
行
す
る
業
務
を
さ
し
、
機
能
的
に
は
証
券
取
引
所
の
市
場
運
営
業
務
に
類
似
す

る
。
こ
の
た
め
、
法
は
、
こ
れ
を
「
証
券
業
務
」
の
一
種
と
位
置
付
け
つ
つ
、「
登
録
」
で
は
な
く
「
認
可
」
を
要
求
し
て
い
る
。

そ
こ
で
Ｐ
Ｔ
Ｓ
の
認
可
を
得
た
業
者
は
「
認
可
Ｐ
Ｔ
Ｓ
」
業
者
と
呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
認
可
Ｐ
Ｔ
Ｓ
は
証
券
取
引
所
と
同
様
に
気
配

（21）



情
報
や
約
定
情
報
の
開
示
義
務
を
課
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
」
は
顧
客
同
士
あ
る
い
は
自
己
勘
定
を
使
っ
て
「
売
り
」「
買
い
」
を
付
け
合
わ
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
証
券
業

者
の
業
務
行
為
と
し
て
は
「
仲
介
」
あ
る
い
は
「
自
己
売
買
」
で
あ
る
。
社
内
付
け
合
せ
が
で
き
な
い
場
合
に
は
他
の
業
者
に
取
次

ぐ
（
市
場
外
委
託
売
買
）
こ
と
も
あ
り
う
る
。

と
こ
ろ
で
、「
仲
介
」
業
務
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
だ
け
が
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
仲
介
ま
た
は
自
己
勘
定
を
使
っ
て
の
付
合
せ
を
、

電
子
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
行
え
ば
、
証
券
取
引
所
の
市
場
運
営
業
務
に
類
似
し
て
く
る
の
で
、
法
は
「
認
可
」
を
要
求

し
て
い
る
の
だ
が
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
ら
ず
人
手
を
介
し
て
付
け
合
せ
を
す
れ
ば
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
改
定
さ
れ
た
金
融
庁
の
監
督
指
針
で
は
、
こ
う
し
た
行
為
を
電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
行
っ
て

も
、
あ
ら
か
じ
め
社
内
で
対
当
さ
せ
た
「
売
り
」
と
「
買
い
」
の
同
数
量
の
ペ
ア
注
文
を
立
会
取
引
に
よ
ら
な
い
取
引
所
取
引
（
た

と
え
ば
東
証
の
立
会
外
取
引
シ
ス
テ
ム
、
Ｔ
ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
ｅ
Ｔ
）
に
取
次
げ
ば
、
約
定
自
体
は
取
引
所
で
行
っ
て
い
る
の
で
Ｐ
Ｔ
Ｓ
に

は
該
当
し
な
い
、
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
（
ｃ
）
の
「
仲
介
」
に
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
に
よ
る
仲
介
の
ほ
か
、
約
定
だ
け
は
Ｔ
ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
ｅ
Ｔ
へ
取
次
ぐ
Ｐ
Ｔ
Ｓ
類
似
の

仲
介
の
ほ
か
、
人
手
を
介
し
た
仲
介
が
含
ま
れ
る
。
加
え
て
、
事
業
報
告
書
の
仲
介
に
よ
る
売
買
状
況
は
、
国
内
株
に
限
定
せ
ず
株

式
一
般
、
つ
ま
り
外
国
株
も
含
ま
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
約
定
ベ
ー
ス
の
ほ
か
、
業
務
行
為
の
側
面
か
ら
も
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
取
引
所
外
取
引
さ
ら
に
は
そ
こ

に
含
ま
れ
る
「
仲
介
」
取
引
（
６
）

に
つ
い
て
異
な
っ
た
風
景
が
み
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
を
さ
ら
に
詳
し
く
み
て
お
こ

う
。

（22）



２
　
Ｐ
Ｔ
Ｓ
と
ダ
ー
ク
・
プ
ー
ル

世
上
、「
ダ
ー
ク
・
プ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る
取
引
は
、
気
配
情
報
を
開
示
し
な
い
取
引
を
指
す
。
こ
れ
は
機
関
投
資
家
の
取
引
ニ

ー
ズ
に
こ
た
え
る
取
引
手
法
と
し
て
発
生
し
た
と
い
わ
れ
る
。
機
関
投
資
家
に
と
っ
て
、
自
ら
の
気
配
情
報
が
市
場
に
さ
ら
さ
れ
る

と
、
他
の
投
資
家
か
ら
餌
食
に
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
気
配
情
報
を
秘
匿
し
た
ま
ま
で
執
行
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
（
７
）。

わ
が
国
で
の
在
り
方
と
し
て
は
、
電
子
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
限
り
な
く
Ｐ
Ｔ
Ｓ
に
近
い
業
務
を
行
い
な
が
ら
、
約
定
だ

け
は
Ｔ
ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
ｅ
Ｔ
へ
取
次
ぐ
こ
と
で
Ｐ
Ｔ
Ｓ
で
あ
る
こ
と
（
し
た
が
っ
て
気
配
情
報
開
示
義
務
）
を
免
れ
て
い
る
業
者
を
指
す

言
葉
と
さ
れ
る
（
８
）。

こ
う
し
た
日
本
の
ダ
ー
ク
・
プ
ー
ル
の
取
引
額
は
、
近
年
、
増
加
傾
向
に
あ
り
、

大
墳
（
前
掲
論
文
、
注
１
）
に
よ
る
と
、
二
〇
一
四
年
ま
で
は
「
ダ
ー
ク
・
プ
ー
ル
」

の
取
引
シ
ェ
ア
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
を
下
回
り
つ
つ
連
動
す
る
動
き
を
見
せ
て
い
た
が
、
二
〇

一
五
年
以
降
は
増
加
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て
、
二
〇
一
六
年
に
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
を
上
回
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
ラ
フ
に
と
ら
え
て
二
〇
一
五
年
度
に
お
い
て
Ｐ

Ｔ
Ｓ
と
ダ
ー
ク
・
プ
ー
ル
が
ほ
ぼ
同
額
だ
っ
た
と
仮
定
し
て
、
二
〇
一
五
年
度
に
つ

い
て
、
よ
り
詳
細
に
、
取
引
所
外
取
引
と
仲
介
の
額
、
な
ら
び
に
そ
れ
ら
が
ど
の
よ

う
な
業
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

表
２
は
、
二
〇
一
五
年
度
に
お
け
る
「
仲
介
」
金
額
の
う
ち
、
ど
の
よ
う
な
類
型

の
業
者
が
ど
の
程
度
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
か
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

（23）

表２　株式仲介（媒介）の類型別シェア

（注１）大手５社とは野村、大和、SMBC日興、三菱
UFJモルガンスタンレー、みずほの５社

（注２）外資系証券は株主構成から「外資系」と推定
したもので、このうち証券業務プロパーの業
者34社分の集計である。

（注３）認可PTSは株式を扱う業者２社である。
（注４）すべての類型を記載しているわけではないの

で、シェアを合算しても100％にはならない。
（出所）拙稿『証券会社経営の時系列的分析』

金額（兆円）

類型

30.3％
120

認可PTS

シェア
大手５社 2.2％

小計 69.3％
外資系 67.1％



る
と
、
三
割
の
三
六
兆
円
強
を
認
可
Ｐ
Ｔ
Ｓ
が
占
め
、
２
／
３
を
外
資
系
証
券
会
社
三
四
社
が
占
め
て
い
る
（
９
）。

わ
が
国
の
大
手
五
社

は
わ
ず
か
二
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
認
可
Ｐ
Ｔ
Ｓ
の
仲
介
額
三
六
兆
円
強
は
、
開
示
さ
れ
て
い
る
取
引
所

外
取
引
に
占
め
る
Ｐ
Ｔ
Ｓ
の
取
引
金
額
三
八
兆
円
と
ほ
ぼ
同
額
で
あ
る
（
10
）。

つ
ま
り
認
可
Ｐ
Ｔ
Ｓ
は
、
二
〇
一
五
年
度
に
お
い
て
市
場

外
で
の
委
託
売
買
や
自
己
売
買
は
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
は
お
ら
ず
、
仲
介
の
み
に
よ
っ
て
約
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
大
墳
（
前
掲
論
文
、
注
１
）
の
指
摘
に
よ
り
、
ダ
ー
ク
・
プ
ー
ル
の
取
引
額
が
認
可
Ｐ
Ｔ
Ｓ
と
ほ
ぼ
同
額
の
三
八
兆
円
と

仮
定
す
る
と
、
こ
の
三
八
兆
円
は
Ｔ
ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
ｅ
Ｔ
で
約
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
統
計
上
は
「
取
引
所
取
引
（
市
場
内
取
引
）」
と

み
な
さ
れ
、（
Ａ
）（
お
よ
び
（
ａ
））
に
も
計
上
さ
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
仲
介
額
は
約
四
割
の
四
八
兆
円
弱
と
な
る
。

ま
と
め

以
上
、
一
連
の
推
計
を
整
理
す
る
と
、
表
３
の
よ
う
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
仲
介
額
一
二
〇
兆
円
の
内
、
認
可
Ｐ
Ｔ
Ｓ
に
よ
る
国
内
上
場
株
の
仲
介
は
三
六
兆
円
で
、
開
示
資
料
と
ほ
ぼ
一
致
す

る
。
次
に
、
ダ
ー
ク
・
プ
ー
ル
に
よ
る
仲
介
額
も
約
三
六
兆
円
で
、
約
定
ベ
ー
ス
で
は
取
引
所
取
引
と
み
な
さ
れ
表
１
の
「
取
引
所

取
引
（
Ａ
）」
に
も
計
上
さ
れ
る
。
残
る
仲
介
額
四
七
兆
円
は
、
そ
の
大
半
が
外
国
株
の
仲
介
で
、
一
部
が
人
手
を
介
し
た
仲
介
と

考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
国
内
株
の
市
場
外
取
引
に
つ
い
て
み
よ
う
。
こ
れ
を
再
び
往
復
計
算
（
一
一
九
兆
八
千
億
円
）
に
戻
し
て
、
委
託
、
自
己

に
分
け
る
と
、
そ
の
金
額
は
委
託
八
三
・
二
兆
円
、
自
己
三
六
・
六
兆
円
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、「
取
引
所
外
取
引
（
Ｂ
）」
の
う
ち

Ｐ
Ｔ
Ｓ
を
除
く
約
定
額
四
七
・
八
兆
円
に
照
応
す
る
部
分
は
ど
れ
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
①
取
引
所
外
に
お
い
て
「
決
め
商
い
」
な

ど
自
己
勘
定
を
使
っ
て
約
定
し
た
部
分
、
②
他
社
へ
取
次
ぎ
当
該
他
社
が
こ
れ
を
人
手
を
介
し
て
仲
介
に
よ
り
約
定
し
た
部
分
な
ど

（24）



で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
売
買
額
は
往
復
計
算
で
九
五
・

六
兆
円
（
四
七
・
八
×
二
）
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

残
る
二
四
・
二
兆
円
相
当
の
売
買
は
、
③
非
会
員
に

よ
る
会
員
業
者
へ
の
取
次
ぎ
（
約
定
は
取
引
所
取
引

（
Ａ
）
に
計
上
）、
④
Ｐ
Ｔ
Ｓ
へ
の
取
次
ぎ
（
約
定
は
取

引
所
外
取
引
の
う
ち
Ｐ
Ｔ
Ｓ
（
Ｃ
）
に
計
上
）、
⑤
ダ

ー
ク
・
プ
ー
ル
へ
取
次
ぎ
（
約
定
は
取
引
所
取
引
（
Ａ
）

に
計
上
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。

な
お
、
表
１
に
見
る
よ
う
に
認
可
Ｐ
Ｔ
Ｓ
の
取
引
金

額
は
二
〇
一
〇
年
を
境
に
急
増
し
て
い
る
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
二
〇
一
〇
年
三
月
に
Ｐ
Ｔ
Ｓ
で
約
定
さ
れ
た

株
式
は
日
本
証
券
ク
リ
ア
リ
ン
グ
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）

の
清
算
対
象
に
な
っ
た
こ
と
、
二
〇
一
二
年
に
Ｔ
Ｏ
Ｂ

規
制
の
対
象
外
と
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
も

に
機
関
投
資
家
の
参
加
を
促
進
す
る
要
因
と
な
っ
た
。

と
く
に
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
清
算
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
リ
ス
ク
を
減
じ
た
が
、
こ
の
こ
と

は
認
可
Ｐ
Ｔ
Ｓ
の
売
買
方
法
も
変
化
さ
せ
た
と
考
え
ら

（25）

(注）備考欄は表１（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）と（ｂ）（ｃ）との照応関係を示す。

取引所外取引（Ｂ）

取引所（Ａ）で約定

うちPTS（Ｃ）

金額

36.4

備考

36.4 取引所（Ａ）で約定

47.5
人手を介した仲介
（Ｂ）
外国株の仲介

その他 59.9

金額
86.2
38.4 うちPTS

ダーク・プール

その他

47.8 市場外取引（ｂ）
（往復計算） （119.8）

内訳

②他社へ取次ぎ（当
該他社は人手を介
した仲介により約
定）
③非会員による会員
への取次ぎ 自己、委託を取り

交ぜ、往復計算で
24.2

取引所（Ａ）で約定

④PTSへ取次ぎ PTS（Ｃ）で約定
⑤ダーク・プールへ
取次ぎ

表３　株式の取引所外取引の内訳（2015年度、推計）
（単位：兆円）

仲介（ｃ）
120.3

①決め商いなど自己
勘定による約定

自己、委託を取り
交ぜ、往復計算で
95.6（47.8×２）

取引所外（Ｂ）で約定



れ
る
。
す
な
わ
ち
二
〇
一
〇
年
以
前
は
、「
仲
介
」
よ
り
も
、
証
券
取
引
所
や
他
の
業
者
へ
の
取
次
な
ら
び
に
自
己
勘
定
で
の
仕
切

り
売
買
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
、
徐
々
に
こ
う
し
た
取
次
ぎ
や
仕
切
り
売
買
は
減
少
し
て
い
き
、
二
〇
一
二

年
を
境
に
こ
れ
ら
は
ゼ
ロ
と
な
り
、
仲
介
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

注（
１
）

大
墳
剛
士
﹇
二
〇
一
七
﹈、「
日
本
に
お
け
る
ダ
ー
ク
・
プ
ー
ル
の
実
態
分
析
』JPX

W
orking

Paper,V
ol21.

（
２
）

http://pts.offexchange2.jp/ptsinfo/

（
３
）

法
律
上
の
用
語
は
「
媒
介
」
で
あ
る
が
、
事
業
報
告
書
で
は
「
仲
介
」
と
呼
称
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
小
稿
で
も
「
仲
介
」
と
表
記
す
る

こ
と
と
す
る
。

（
４
）

そ
の
成
果
は
「
証
券
会
社
経
営
の
時
系
列
的
分
析
」
と
題
し
て
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
開
示
さ
れ
て
い
る
（
本
文
は
、http://

w
w

w
.jsda.or.jp/shiryo/chousa/files/20180131keieibunseki.pdf

。
資
料
は
、http://w

w
w

.jsda.or.jp/shiryo/chousa/files/

20180131keieibunsekisiryo.pdf

）

（
５
）

か
つ
て
は
、
取
引
参
加
権
を
持
た
な
い
い
わ
ゆ
る
「
非
会
員
業
者
」
に
よ
る
「
会
員
業
者
」
へ
の
取
次
ぎ
が
多
か
っ
た
。
他
方
、
近
年
多

い
の
は
、
会
員
業
者
（
つ
ま
り
大
手
の
業
者
）
が
、
認
可
Ｐ
Ｔ
Ｓ
そ
の
他
に
シ
ス
テ
ム
を
接
続
し
て
取
次
ぐ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は

市
場
外
で
の
約
定
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
で
の
約
定
）
と
な
る
。
な
お
、
正
確
に
は
「
非
取
引
参
加
者
」
と
呼
称
す
べ
き
で
あ
る
が
、
簡
単
の
た
め
こ

の
小
稿
で
は
「
非
会
員
」、
取
引
参
加
者
を
「
会
員
」
と
表
記
し
て
い
る
。

（
６
）

「
仲
介
（
媒
介
）」
と
い
う
業
務
行
為
は
、
か
つ
て
証
券
取
引
所
内
に
お
い
て
「
才
取
会
員
」
が
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
証
券
取
引
所
の

シ
ス
テ
ム
化
に
よ
っ
て
「
仲
介
」
業
務
は
、
証
券
取
引
所
の
市
場
運
営
業
務
の
な
か
に
解
消
さ
れ
、
業
者
の
業
務
行
為
と
し
て
は
顕
在
化

（26）



し
な
く
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、「
仲
介
」
が
業
務
行
為
と
し
て
行
わ
れ
る
場
所
は
「
証
券
取
引
所
の
外
」
だ
け
と
な
る
。「
仲
介
」
は
取
引

所
外
取
引
に
お
け
る
重
要
な
業
務
行
為
と
し
て
顕
在
化
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

（
７
）

ダ
ー
ク
・
プ
ー
ル
の
発
祥
の
地
で
あ
る
欧
米
で
の
実
情
に
つ
い
て
は
、
清
水
葉
子
﹇
二
〇
一
三
﹈、「
Ｈ
Ｆ
Ｔ
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
、
ダ
ー
ク
・
プ
ー

ル
の
諸
外
国
に
お
け
る
動
向
〜
欧
米
で
の
証
券
市
場
間
の
競
争
や
技
術
革
新
に
関
す
る
考
察
〜
」
金
融
庁
金
融
研
究
セ
ン
タ
ー
『
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
』
を
参
照
。
ま
た
ダ
ー
ク
・
プ
ー
ル
そ
の
ほ
か
の
規
制
状
況
に
つ
い
て
は
吉
川
真
裕
﹇
二
〇
一
六
﹈、「
Ｈ
Ｆ
Ｔ
と

ダ
ー
ク
・
プ
ー
ル
に
対
す
る
規
制
状
況
―
規
制
状
況
の
国
際
比
較
―
」『
証
券
経
済
研
究
』
九
四
号
を
参
照
。

（
８
）

気
配
情
報
開
示
義
務
は
な
い
が
、
取
引
報
告
の
開
示
義
務
は
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
９
）

こ
こ
で
い
う
「
外
資
系
証
券
会
社
」
と
は
日
本
証
券
業
協
会
の
定
義
す
る
「
外
国
法
人
」（
国
外
法
に
設
立
根
拠
を
持
つ
証
券
会
社
）
で
は

な
い
。
支
配
株
主
が
外
国
資
本
で
あ
る
証
券
会
社
を
指
す
。

（
10
）

「PT
S

Inform
ation

N
etw

ork
」
の
資
料
で
は
、「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
で
の
売
買
等
に
は
当
該
株
券
以
外
の
有
価
証
券
の
売
買
等
も
含
む
」
と
さ
れ
、

取
引
対
象
が
や
や
広
い
可
能
性
が
あ
る
。

（
に
か
み
　
き
よ
し
・
主
任
研
究
員
）

（27）


